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総合評価 

技術面、事業面での初期的な実現可能性および妥当性が示されたことは評価できる。

今後は、国際競争も念頭に、最終的なサービスの需要に関する検証を含め、引き続き

スピード感を持って実用化に向けた更なる検討を進めることを期待する。 

 

以上 


